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Extra 
2016.10 
特別号 

2016 年度 研究室紹介号 

知識科学主専攻 

後藤嘉宏研究室　　　　　　　　　　- 02
辻慶太研究室　　　　　　　　　　　- 03
照山絢子研究室　　　　　　　　　　- 04
歳森敦研究室　　　　　　　　　　　- 05
真榮城哲也研究室　　　　　　　　　- 06
横山幹子研究室　　　　　　　　　　- 07
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阪口哲男研究室　　　　　　　　　　- 08
宇陀松村研究室　　　　　　　　　　- 09
佐藤哲司研究室　　　　　　　　　　- 11
鈴木伸崇研究室　　　　　　　　　　- 12
関洋平研究室　　　　　　　　　　　- 13
高久雅生研究室　　　　　　　　　　- 14
手塚太郎研究室　　　　　　　　　　- 15
Eduard BARYSHEV 研究室　　　　　　- 16
緑川信之研究室　　　　　　　　　　- 17
若林啓研究室　　　　　　　　　　　- 18

 
情報資源経営主専攻 

石井夏生利研究室　　　　　　　　　- 19
逸村裕研究室　　　　　　　　　　　- 20
小泉公乃研究室　　　　　　　　　　- 21
鈴木佳苗研究室　　　　　　　　　　- 22
Patrick LO 研究室　　　　　　　　　  - 23
原淳之研究室　　　　　　　　　　　- 24
平久江祐司研究室　　　　　　　　　- 25
松本浩一研究室　　　　　　　　　　- 26
村井麻衣子研究室　　　　　　　　　- 27
吉田右子研究室　　　　　　　　　　- 28   (敬称略) 

※執筆を承諾していただいた先生方のみの掲載となります。学生を募
集する研究室のすべてについては、学類からの掲示などでご確認くだ
さい。 
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Web

E-mail : tosimori@slis.tsukuba.ac.jp
: 7B140

2016 : 1 2-3
2016 : 3 1 2

: Accenture NEC NEC

: 
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真栄城研究室
今年の卒業研究生 : 4人 
来年の卒業研究生 : 不明

みんな，それぞれ自分の好きなことをやっています．
自分で考えるので，ユニークで面白い研究が多いです．

大体，以下のような手順で決めていきます． 
1- 定期的に何回か会って，自分で考えたテーマにつ
いて相談する． 
2- 大まかなテーマが決まったら，予備的な調査や実
験をする．うまく行きそうだったら，そのテーマを
さらに具体的にする．見込みが低そうだったら，別
の実験をするか (「2」を繰り返す)，「1」へ戻る． 
3- 本格的に進める．

これまでの学生の研究 いくつかの例です

プレゼンテーションは大事です． 
卒業研究とは別に，プレゼンテーションの
練習をしています．

審査員が評価する作品として「面白い」
漫才と視聴者が直感的に「面白い」と感
じる漫才にはどのような差があるのか？

審査員が評価する作品として「面白い」
漫才と視聴者が直感的に「面白い」と感
じる漫才にはどのような差があるのか？

視聴者と審査員の評価の相違に
基づく漫才の面白さの分析

こんな人，見たことないですか? 
   現実では優しいのに，ネットでは攻撃的

匿名性を損なわずに攻撃性を抑制できないか?

こんな人，見たことないですか?
  現実では優しいのに，ネットでは攻撃的

匿名性を損なわずに攻撃性を抑制できないか?

称号の認知が仮名型 CMC の 
コメントの攻撃性にもたらす影響

アマチュアのレベル向上。トレーニングの質向上。アマチュアのレベル向上。トレーニングの質向上。

サッカーの新たな評価基準を作る

一見，似ているように見えるマンガでも
客観的に違いを検出できる指標は?
一見，似ているように見えるマンガでも
客観的に違いを検出できる指標は?

マンガの「似てる」基準を
明らかにする

人が歌う人気楽曲と  
VOCALOID の人気楽曲は 
どのような違いがあるのか?

人が歌う人気楽曲と  
VOCALOID の人気楽曲は 
どのような違いがあるのか?

VOCALOID の人気楽曲の
定量的な特徴

話の展開は脳の性差に依存するのか?話の展開は脳の性差に依存するのか?

男脳と女脳，会話との関係性

卒業研究のテーマ
プレゼン

キーワードは，生物，脳，知識です． 
脳の活動や，コンピュータを使った生物の研究．
漫才コンテストの予測もやっています．

キーワードは，生物，脳，知識です． 
脳の活動や，コンピュータを使った生物の研究．
漫才コンテストの予測もやっています．

研究テーマ
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7 OS
:-)

:
Web : http://www.sakalab.org/
(3 )

E : saka slis.tsukuba.ac.jp
: 7D312 ( )

: 3 ( 3 )

Users

Applications

Middleware

Windows Unix

Libraries

MVS, etc.

•
•
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•

•

•

•

•
•

( )
Linked (Open) Data

Crowdsourcing
Crowd4U/FusionCOMP

( Web )
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鈴木伸崇研究室 | NS Laboratory 
当研究室は，グラフデータやXML/HTMLなど，「構造を内包するデータ」を中心に研究を行っています．以下に

主な研究テーマを示しますが，これに限定されるわけではありませんので，老若男女を問わず意欲ある方を歓迎

いたします． 

 

大規模グラフデータの探索・要約 | Search and Summarization on Large Graphs 
近年，大規模なグラフデータが急速に増加しています．小規模なグラフデータを検索するのは比較的容易ですが，

大規模なグラフデータは必ずしも主記憶に収まりきらないため，効率のよい処理が困難です．当研究室では、外

部記憶アルゴリズムの技術を応用して，大規模グラフデータを効率良く検索できるアルゴリズムなどについて研

究しています．また，大規模グラフデータの構造を要約し，概形を求めるアルゴリズムを研究しています． 

 

XML・CSSの検証 | Validation of XML Query and CSS 
「問合せ式を書いて実行してみたものの，期待した実行結果が

得られなかった」ということがよくあります．当研究室では，

XMLの標準的な問合せ言語XPathを対象に，スキーマに適合し

ないXPath式を検出したり，正しい式に自動修正するアルゴリ

ズムを開発しています．また，スキーマで定義されているどの

要素にも適用されることのない，不要なCSS規則を検出するア

ルゴリズムを開発しています．  

 

XMLスキーマ進化 | XML Schema Evolution 
一度作成されたデータが元の構造を保持し続けることは少なく，ユーザの要求や利用環境の変化に応じて更新さ

れていくのが一般的です．XML のスキーマが更新された場合，対象とするXML データの構造も変化するため，

それまで使用されていたXPath 式や XSLT を修正する必要が生じます．当研究室では，スキーマの更新によって

XSLT変換が影響を受ける箇所の自動検出や，スキーマ更新に応じてXPath式を自動的に修正する手法などを開発

しています． 

 

その他 | Other Topics 
上記に加えて，MathML 数式の検索・分類，電子書籍

(EPUB)，XPath や XSLT の分散・並列処理，HTML5 に

よるiPadアプリの作成などを行っています．お気軽に

下記までお問い合わせください． 

 指導教員：鈴木伸崇 <nsuzuki@slis.tsukuba.ac.jp> 

 研究室（教員）：7D204 

 研究室（学生）：ユニオン3F学系共同研究スタジオ3 

 学生数：10名（大学院生5名，学類生5名）  

 ゼミ：学類（週１回），大学院（週１回） 

    曜日・時間は皆で相談 

 研究室Web：http://nslab.slis.tsukuba.ac.jp/  

 

iPad ( )  
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Communication
Understanding
Lab.

関 洋平
筑波大学 図書館情報メディア系

ソーシャルメディアにおける，より使いやすいコミュニケーションのあり方の提案
新たなコミュニケーションサービスの提供

学校

自宅

ユーザの投稿場所に着目

ユーザが特定の時間帯に投稿する場所は属性ごとに異なる

平日 AM10:00

投稿型レシピサイトを横断した重複レシピの判別
（DEIM 2016 優秀インタラクティブ賞）

Twitter ユーザの投稿場所を考慮した属性推定
（ICADL 2016 採録，平成 27 年度 情報学群長表彰）

半教師ありトピックモデルに基づく Twitter ユーザの地域推定
（情報処理学会論文誌 TOD 採録 , IFAT ヤングリサーチャー優秀賞 , 
  DBS 研究会学生奨励賞 , 平成 25 年度図書館情報メディア研究科長表彰）

地域ユーザに着目した口コミツイート収集手法の提案
（DEIM2016 学生プレゼンテーション賞）

外国人観光客の相談相手となりうる Twitter ユーザの推薦
（観光情報学会誌 採録，WI2 研究会 第 4回ステージ発表 採択，
  平成 27 年度 図書館情報メディア研究科長表彰）

コミュニケーション理解研究室では，人間の言語理解の過程を明らかにしつつ，
人と人あるいはコミュニティとをつなぐコミュニケーションの支援や，
ソーシャルメディア上に現れる実生活において必要となる情報へのアクセス支援に
ついて研究を進めています。

ソーシャルメディアに現れる多くの情報を利用して，クリエータを検索したり
既存のサービスとは異なるランキング手法を提供

ソーシャルメディアユーザの情報を分析したり，オープンデータを活用することで
行政サービスの活性化を支援

2010年 12月 ~
教員：1名
学生：4名

OB・OG：18名

NTT
Wikipedia Town 4 25

Twitter 8 6

ソーシャルコミュニケーション支援

ソーシャル情報アクセス

スマートソーシャルシティ

コミュニケーション理解研究室

閲覧者による印象を考慮したイラスト投稿者の検索
（ACM SIGIR 2013 採録）

パブリックコメント投稿者を支援するための行政文書の分割
（平成 26 年度 情報学群長表彰）

Twitter 特有のコミュニケーション表現の抽出
（平成 25 年度 情報学群長表彰）

人気レシピの内容的特徴に着目した実用的レシピの判別
（CEA 2014 採録，Best Paper Award）

VS

提案手法　　　　ベースライン

教員室：7D-213，学生研究室：7D-140
研究室Webサイト：http://cu.slis.tsukuba.ac.jp

感情推定に基づく顔文字推薦システムの構築
（言語処理学会論文誌 採録 , 情報処理学会 山下記念研究賞 , 日本語学論説資料 掲載）

宣伝効果を促進するための親しみやすいツイートへの言い換え
（情報処理学会 第 78 回全国大会 学生奨励賞）

n-gram (n=1~9) 照合
閉店しました。 OPEN(*´∀｀ *)

ぜひお越しくださいませ。 お越しください♥

読者の感性を発信・共有するためのソーシャル付箋
（電子情報通信学会論文誌 採録，平成 24 年度 情報学群長表彰）

Twitter *

* http://twpro.jp

13

Twitter

2
2.2
2.4
2.6
2.8
3
3.2
3.4
3.6
3.8

2 2 2 2 2 2
1 2 3 4 5
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Web : http://www.slis.tsukuba.ac.jp/takaku-lab/

• :  

• 7D208

7D221

• 2016 8 M1: 1 M2: 3 D1: 1 D2: 1 : 2

•

ICT

Web API

: 
• Email: masao@slis.tsukuba.ac.jp
• Twitter: @tmasao
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学
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全
般
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 ＊
各
国
の
文
書
館
や
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
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  ＊
国
家
機
関
（
省
庁
）
内
の
記
録
管
理
、
　
　
 

　
    
  ＊
保
存
記
録
の
管
理
・
利
用
に
関
わ
る
諸
問
題
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  ＊
記
録
媒
体
と
情
報
処
理
、

    
 ＊
保
存
資
料
（
史
料
）
と
歴
史
学

　
今
日
の
情
報
時
代
に
お
い
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は

再
び
社
会
の
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
公
文
書
や
そ

の
他
の
記
録
資
料
の
電
子
化
、
情
報
技
術
の
普
及
等
が

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
「
通
俗
化
」
を
促
成
し
、
社
会
科
学

の
在
り
方
を
変
え
て
い
る
と
同
時
に
、
様
々
な
問
題
を

引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
　

　
特
に
、
情
報
資
源
の
多
様
化
お
よ
び
そ
の
断
片
化
は
、

記
録
資
料
の
利
用
を
困
難
に
し
て
い
る
た
め
、
情
報
の

分
類
整
理
や
そ
の
管
理
事
業
が
次
第
に
重
要
性
を
増
し

て
い
ま
す
。
国
際
的
・
地
域
的
に
み
れ
ば
、
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
の
管
理
状
態
に
は
、
電
子
化
の
度
合
い
、
ア
ク
セ

ス
基
準
な
ど
に
顕
著
に
表
れ
て
い
る
よ
う
な
格
差
が
あ

り
、
そ
れ
も
情
報
資
源
の
効
率
的
な
使
用
を
妨
げ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
状
況
下
に
お
い
て
、
日
本
の
国
内
や
国
外
に
お

け
る
記
録
管
理
・
保
存
に
関
す
る
歴
史
と
現
状
を
学
ぶ

こ
と
に
よ
り
、
「
国
民
の
記
憶
」
と
し
て
も
位
置
づ
け

ら
れ
る
記
録
管
理
の
水
準
向
上
を
目
指
す
こ
と
は
大
き

な
社
会
的
な
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。

●
　
国
際
化
の
時
代
が
求
め
ら
れ
る
幅
広
い
知
識
を
目
指
し
な
が
ら
、
比
較
社
会
学
的
な
方
法
を

頼
り
に
し
て
、
学
生
の
関
心
・
達
成
目
標
に
合
っ
た
個
別
的
な
研
究
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
　
隔
週
、
ゼ
ミ
方
式
の
授
業
（
2
時
間
程
度
）
を
行
う
と
と
も
に
、
個
別
で
相
談
で
き
る
時
間

を
設
け
ま
す
。 人
類
が
今
ま
で
作
り
出
し
た
諸
記
録
の
遺
産
に
関
心
を
も
ち
、

過
去
、
現
在
お
よ
び
未
来
に
お
け
る
「
文
書
」
の
在
り
方
に
つ
い
て
学
び
、

国
際
色
の
あ
る
独
創
的
な
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
人
を
、

研
究
室
で
待
っ
て
い
ま
す
。
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Episode XIV

THE OPEN LABORATORY  

10/13~ @7D340

研究分野

大学図書館、学術情報流通、情報探索行動、

オープンアクセスを研究テーマにしています。

他にも学校図書館や公共図書館、図書館建築や

日本研究支援を扱っている学生がいます。

研究環境

逸村研究室は共同研究室7D340に所在してい

ます。ゼミ生に対してそれぞれ席とPC( Win xor  

Mac )が与えられます。他にも、プリンターや

スキャナー、おやつが完備してあります。

年間スケジュール(一例)

2016年10月：オープンラボ

2016年12月：研究室仮配属

2017年1~2月：研究テーマの構想

2017年3月：春ゼミ合宿@初島

2017年4~5月：着手発表の準備

2017年6月：着手発表会

2017年7~8月：中間発表の準備

2017年9月：夏ゼミ合宿@蓼科

2017年10~11月：卒業論文執筆

2017年12月：卒業論文提出・最終発表の準備

2018年1月：最終発表会

2018年3月：春ゼミ合宿・卒業式

所属しているゼミ生

B4が5人、M1が5人、M2が2人、Dが2人おり、

逸村先生に加えて先輩方からの論文作成やプレ

ゼンテーションのアドバイスを受けられます。

さらに、社会人院生や研究生もいます。

ゼミについて

週に1回程度、7D342において学類生と院生が

合同でゼミを行います。研究発表会や大学院入

試の直前はゼミ開催の頻度が増えます。また春

と夏に他大学と合同で行うゼミ合宿があります。

Contact: senomoto@klis.tsukuba.ac.jp

mailto:senomoto@klis.tsukuba.ac.jp


図書館・公共経営研究室

図書館経営

パブリックガバナンス 
（公共経営）

公共圏

地域コミュニティにおいて，
図書館はどのような意義があ
るのか

図書館に固有の経営・サービ
スをどのように未来の地域の
イノベーションに活かすのか

図書館における公共圏とは 
何か

【教　員】小泉 公乃    【所　属】筑波大学図書館情報メディア系 
【オフィス】春日校舎7D310【メール】koizumi@slis.tsukuba.ac.jp

研究・学習領域

・配属を希望する学生は必ず事前に連絡し，個人面談を受けてください 
・ゼミの内容はゼミ生の希望も考慮しますが，基本的には卒業研究の前に，
何らかのグループ研究をおこなってもらいます（ゼミ合宿あり）

公共・大学図書館と地域コミュニティについて 
本気で研究・学習したい人たちのための研究室
～現役の図書館員の方々もゼミに参加し研究に励んでいます～
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